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1.  平成26年3月期第1四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 2,411 1.9 112 17.2 117 16.1 75 39.8
25年3月期第1四半期 2,366 △5.8 96 △8.8 100 △8.7 53 △21.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 6.15 ―
25年3月期第1四半期 4.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 6,681 3,696 55.3 302.86
25年3月期 6,433 3,665 57.0 300.37
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  3,696百万円 25年3月期  3,665百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 0.00 ― 4.00 4.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,700 1.1 150 △12.1 150 △15.8 90 △7.8 7.37
通期 9,500 0.2 350 0.5 360 △0.4 220 0.0 18.03



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳細
は、添付資料Ｐ.3「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項 (2)会計方針の変更・会計上の見積の変更・修正再表示」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 12,222,080 株 25年3月期 12,222,080 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 18,067 株 25年3月期 18,016 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 12,204,056 株 25年3月期1Q 12,205,238 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等
については、添付資料Ｐ.3「業績予想など将来予測情報に関する定性的情報」をご覧ください。 
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1. 当四半期決算に関する定性的情報 
(1) 経営成績に関する定性的情報 
  当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、第２次安倍内閣の経済政策による好況感があるも

のの、為替や株式相場とも不安定な様相を呈しており、中国経済の成長鈍化傾向や欧州経済も依然
として回復の兆候がみえない等海外情勢への懸念もあり、先行きについては依然として不透明な状
況で推移しております。 

  こうした経済環境のなかで当社は、化成品事業における安定的な事業収益を生み出す事業構造変
革への取組み、油脂事業における適正な利益を確保できる体制の構築に注力し、さらに、工場にお
けるコスト競争力・購買力・生産技術力及び品質保証体制の強化などの経営基盤の安定・強化に引
き続き取組んでまいりました。 

  当第１四半期累計期間における業績は、売上高は、化成品事業は減少したものの、油脂事業が増
加し、24億 11百万円（前年同期比 1.9％増）となりました。 

  また、利益面では、化成品事業における売上高が減少したものの、油脂事業の売上高の増加等が
影響し、営業利益は１億 12 百万円（前年同期比 17.2％増）となり、経常利益は１億 17 百万円（前
年同期比 16.1％増）、四半期純利益は 75百万円（前年同期比 39.8％増）となりました。 

 
  セグメント別の業績は次のとおりであります。 
 
（油脂事業） 
  当社の油脂事業は、精製受託、業務用斗缶販売、小瓶充填・小ロット精製から構成されています。 
  精製受託は、既存取引先からのコーン油受託量が増加し、売上高は前年同期を上回りました。 
  業務用斗缶は、可能な限り製品価格の是正に努めつつ、販売数量の確保にも注力し、売上高は前

年同期を上回りました。 
小瓶充填・小ロット精製は、有機油やぶどう油などの自社プレミアムオイルは前年同期並みでし

たが、ＯＥＭ品の受託が増加し、売上高は前年同期を上回りました。 
以上の結果、油脂事業の売上高は 12億 65 百万円で前年同期比 6.3％増となりました。セグメント

利益は 84百万円で前年同期比 31.2％増となりました。 
 
（化成品事業） 

当社の化成品事業は、自社業務品、ＯＥＭ及び業務提携先ＯＥＭから構成されています。 
自社業務品は、外食店、食品加工工場向けに中性洗剤、厨房機器用洗浄剤や殺菌洗浄剤の拡販を

行ってきました。主に殺菌洗浄剤を中心とした食品加工工場向けのサニテーション提案に努めてお
ります。当第１四半期は、外食産業に貢献できる抗菌剤が引き続き順調に推移し、また、フライヤ
ー用洗浄剤の販売増加等が寄与したことにより、売上高は前年同期を上回りました。 

ＯＥＭは、既存の量販店や生協向けのハウスホールド製品の受託は前期に続き低迷し、会員販売
向け製品受託の動きは受託先の一部に回復傾向もみられましたが、全般的に動きは悪く、売上高は
前年同期を下回りました。 

業務提携先ＯＥＭは、液体中性洗剤及びケミカル関連商品の受託は減少しましたが、除菌洗浄剤
及び家庭用自動食器洗浄機用洗剤の受託は好調に推移し、売上高は前年同期並みに推移しました。 

以上の結果、化成品事業の売上高は 10 億 30百万円で前年同期比 2.6％減となりました。セグメン
ト利益は１億 50百万円で前年同期比 2.0％減となりました。 

 
（その他） 
  その他については、物流業務における流通加工業務が減少し、売上高は前年同期を下回りました。 
  以上の結果、その他の売上高は１億 15 百万円で前年同期比 2.0％減となりました。セグメント利
益は 52百万円で前年同期比 1.8％減となりました。 
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(2) 財政状態に関する定性的情報 
  当第１四半期会計期間末の総資産合計は、66 億 81 百万円となり、前事業年度末に比べ２億 47 百
万円増加しました。 

  主な内容は、流動資産につきましては、売掛金及び棚卸資産等が増加したことなどにより２億 72
百万円増加し、固定資産につきましては、減価償却が進んだことなどにより 25百万円減少したこと
によるものであります。 

負債合計につきましては、29億 84百万円となり、前事業年度末に比べ買掛金及び未払金等が増加
し２億 17百万円の増加となりました。 

純資産合計につきましては、36 億 96百万円となり、前事業年度末に比べ利益剰余金が増加し、30
百万円の増加となりました。 

  以上の結果、自己資本比率は、55.3％となりました。 
 
(3) 業績予想など将来予測情報に関する定性的情報 
  第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、「平成 25年３月期 決算短信（非連結）」
(平成 25 年５月７日発表)において公表いたしました当初の計画を変更しておりません。 

 
2. サマリー情報（注記事項）に関する事項 
(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
   該当事項はありません。 
 
(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
  （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 
   従来、有形固定資産（建物およびリース資産を除く）の減価償却方法は定率法を採用しており

ましたが、当第１四半期会計期間より定額法に変更しております。 
   この変更は、当第１四半期会計期間より親会社である日清オイリオグループ株式会社が有形固

定資産の減価償却の方法を定額法へ統一することを契機に、当社の有形固定資産の使用状況の見
直しを行った結果、有形固定資産の使用方法がより安定的なものへと変化していることが明らか
になってきたことに対応するものであります。 

   この結果、従来の方法によった場合と比べ、当第 1 四半期累計期間の減価償却費は６百万円減
少し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益がそれぞれ５百万円増加しております。 

 
3. 継続企業の前提に関する重要事象等 
   該当事項はありません。 
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 32 32

受取手形及び売掛金 2,366 2,479

有価証券 0 0

商品及び製品 216 332

原材料及び貯蔵品 105 120

短期貸付金 320 339

その他 66 75

流動資産合計 3,108 3,381

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 770 758

機械及び装置（純額） 172 166

土地 1,919 1,919

その他（純額） 172 174

有形固定資産合計 3,034 3,018

無形固定資産 34 29

投資その他の資産 255 251

固定資産合計 3,324 3,299

資産合計 6,433 6,681

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,424 1,697

未払金 655 757

未払法人税等 86 39

未払消費税等 26 19

引当金 61 26

その他 78 42

流動負債合計 2,332 2,583

固定負債   

退職給付引当金 341 342

役員退職慰労引当金 47 15

その他 45 43

固定負債合計 434 401

負債合計 2,767 2,984
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,299 1,299

資本剰余金 1,165 1,165

利益剰余金 1,172 1,198

自己株式 △6 △6

株主資本合計 3,630 3,656

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 35 39

評価・換算差額等合計 35 39

純資産合計 3,665 3,696

負債純資産合計 6,433 6,681
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（２）四半期損益計算書 
 第１四半期累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 2,366 2,411

売上原価 2,027 2,053

売上総利益 338 358

販売費及び一般管理費 242 245

営業利益 96 112

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 3 2

仕入割引 0 0

受取地代家賃 0 0

その他 0 0

営業外収益合計 5 4

営業外費用   

支払利息 0 0

売上割引 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 0 0

経常利益 100 117

特別損失   

固定資産除却損 － 0

投資有価証券評価損 3 －

特別損失合計 3 0

税引前四半期純利益 97 117

法人税、住民税及び事業税 48 35

法人税等調整額 △4 6

法人税等合計 43 42

四半期純利益 53 75
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(3) 四半期財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）
　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
　　該当事項はありません。

　（セグメント情報等）
　　【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年4月1日　至　平成24年6月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高 1,189 1,058 2,248 118 2,366

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

計 1,189 1,058 2,248 118 2,366

セグメント利益 64 153 218 53 271

 (注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、物流業務を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な
　内容（差異調整に関する事項）

218

53

△175

96

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年4月1日　至　平成25年6月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高 1,265 1,030 2,296 115 2,411

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

計 1,265 1,030 2,296 115 2,411

セグメント利益 84 150 235 52 287

 (注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれないセグメントであり、物流業務を含んでおります。

（単位：百万円）

その他
報告セグメント

合計

（単位：百万円）

計化成品事業油脂事業

－ －－ － －

金額

四半期損益計算書の営業利益

全社費用

「その他」の区分の利益

報告セグメント計

利益

－ －

（単位：百万円）

報告セグメント
その他 合計

油脂事業 化成品事業 計

－－ －

攝津製油㈱(2611)平成26年3月期 第1四半期決算短信(非連結)
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な
　内容（差異調整に関する事項）

235

52

△175

112

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項
　　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、従来、有形固定資産
　（建物およびリース資産を除く）の減価償却方法は定率法を採用しておりましたが、当第１四半期会計期
　間より定額法に変更しております。
　　この変更は、当第１四半期会計期間より親会社である日清オイリオグループ株式会社が有形固定資産の
　減価償却の方法を定額法へ統一することを契機に、当社の有形固定資産の使用状況の見直しを行った結果、
　有形固定資産の使用方法がより安定的なものへと変化していることが明らかになってきたことに対応する
　ものであります。
　　この結果、従来の方法によった場合と比べ、当第１四半期累計期間のセグメント利益が、「油脂事業」
　で０百万円、「化成品事業」で４百万円、「その他」で０百万円それぞれ増加しております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　　該当事項はありません。

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

全社費用

四半期損益計算書の営業利益

（単位：百万円）

利益 金額
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